
① 圃場　ハウス ② 試験内容 ③ 開始日 ④ 終了予定 ① 第４　A ② ココバッグ展示栽培 ③ 2022/8/30 ④ 2023/7月下旬

① 第４　B ② ミニトマト品種比較試験 ③ 2022/7/25 ④ 2023/6月 ① 第４　C ② 大玉トマト品種比較試験 ③ 2022/7/25 ④ 2023/6月

① 第４　D ② 品種比較＆肥料高騰対策試験 ③ 2022/8/23 ④ 2023/4月 ① 第４　E ② ベンチ・品種比較試験 ③ 2022/9/1 ④ 2023/5月

① 第４　J ② 品種・作型・仕立て方比較試験 ③ 2022/10/6 ④ 2023/8/30 ① 第４　I ② 排液リサイクルシステム実証試験 ③ 2022/8/19 ④ 2023/6月

-

品種は勇翔・プレスト・ニーナＺ、台木は全てゆうゆ
う一輝黒。今作は、年1作・2作の比較や仕立て方
の違いが年間収量に及ぼす影響を調査します。

ストレート仕立て区で12月頃に、草勢が衰えたため
摘果を積極的に行い、現在は回復しています。更
新区は5回ほど摘芯をしています。全体的に葉が大
きく草勢は強い状況。２月は徐々に換気量が増え
るのでミストによる加湿と潅水不足に注意します。
排液率は晴天日は30～40％を維持するようにしま
す。

直近の環境データ・管理方法

6.7段目の収穫をしています。糖度は5.5ほど。
草勢が強い状況で、1果重は125gあります。
高糖度とは言い難い結果になっています…

給液量は800ml/株（晴天）。
給液ECは変えていませんが、
排液ECの変動が頻繁にあります。

毎給液に排液を最大50％混入しています。

全品種で収穫を行っています。

1月6日にタバコカスミカメの放飼を行いました。
1月下旬から2月上旬にかけて、
ハウス内で増殖が見られると思います。
（上の写真が、カスミカメの写真です）

-

1月に入ってから全ての試験区の収穫が始まり
ました。
給液量150cc/日、潅水回数3回、EC1.0前後で
管理をしています。

キュウリ 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②

直近の環境データ・管理方法

現在、開花は18～20段目、収穫は14～16段目
になりました。
曇天が多くなったり、急激に冷える時期になり
ましたので温度管理を気を付けていきます。

給液は日射比例制御、晴天時は約1000cc、
給液ECは2.0前後、排液率10-20％になるよう
調整しています。

直近の環境データ・管理方法

8.9段目の収穫が始まっています。
12月の昼夜の差が低かったことにより、
かなり栄養成長になっています。
日射が多い12：00に向けて緩やかに
温度がピークになるようにしています。

給液量は、プロファーム（日射）で制御開始、
晴天時で1000ml/株、ECは2.2、
排液率10-15％になるよう調整しています。

変わり種
トマト

イチゴ 圃場写真②

直近の環境データ・管理方法（晴天日）

※特に表記のないものは
設定と実測の温度を示しています

今月の状況
と

今後の管理
直近の環境データ・管理方法

品種は例年通り桃太郎ホープｘアシスト接木
4年目と新品バッグでの生育比較、
『ハーフ』バッグの比較展示も行っています。

１月下旬時点で、平均気温約15.5℃、潅水量
600ml/株程度、排液率10％前後。草勢は旺盛で葉
が大きいので花房裏の摘葉と、強めの摘葉（葉数
10枚程度）をしています。玉肥大良く順調。２月は
晴天日は気温が上がりやすくなるので萎れと潅水
不足に注意します。

ミニトマト 圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②

農場通信　2023年　2月号 2023/1/25

トヨタネ研究農場の「今」をお知らせ！　　圃場の写真と、環境データ・管理方法も合わせてご覧ください！

品目

圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②
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① 第２　露地 ② ブロッコリー品種比較試験 ③ 2022/8/24～④ 2023/4月 ① 第３　M ② エンドウココバッグ栽培展示 ③ 2022/6/25 ④ 2022/9月

① 第６　露地 ② キャベツ品種比較試験 ③ 2022/8/19～④ 2023/4月 ① 第８ ② 高糖度栽培収益確認試験 ③ 2022/8/1 ④ 2023/７月中旬

① 第1 TSK ② ココバッグ温湯培地加温試験 ③ 2022/8/23 ④ 2023/4月頃

① 第7　TSK ② 海外野菜展示 ③ 2022/9月 ④ 2023/3月頃

ココバッグ台座を『中央排水タイプ』に変え、
バッグ下にＰＥパイプを通し、加温した水を循環さ
せて培地を加温しています。

１１月初旬より培地加温開始。循環水の温度設
定は１８℃としています。培地加温区の気温は夜
間10℃以下となっており、培地温度もかなり差が
ついています。収量・草勢は現状それほど違い
は見られませんが無加温区の芽先がやや細く
なってきた感じがします。

　冬キャベツ　計4作型
　　①年内作　　　　栽培終了。
　　②年またぎ作　9/3定植。12/21収穫。
　　③年明け作　　9/12定植。2月収穫予定。
　　④3-4月作　　9/26定植。1/16追肥。
　
　春キャベツ　計1作
　　年明け作　9/26定植。2月収穫予定。

②は、進みの遅い品種があったため、
在圃性の調査をしています。
③は、12月に雨が少なく止まっていたが、
ようやくまとまってきたました。
病気の発生は見られません。
④は、3回目の追肥をしました。
最強寒波で生育に影響があるか見ていきま
す。

大玉トマト11段開花、ミニトマト15-17段付近開花。
給液ECは設定上限の7.0（単肥処方）、排液ECは
20以上になりました（計器の測定限界）。排液率は
0～5％程度。平均温度15℃前後で管理。

12月以降、明らかに樹が絞れてきて、１月下旬現
在でミニで8～9度程度、大玉で6～7度程度の糖度
になっています。今後は晴天日の潅水不足による
大玉の尻腐れに注意していきます。

ミニトマト 圃場写真① 圃場写真②

＼　農場からお知らせ☺　／

　　①年内作　　　 7/27播種、8/25定植。
　　②年またぎ作　8/19播種、9/15定植。
　　③年明け作　　9/5播種、9/30定植。
　　④年度末作　　9/20播種、10/14定植。
　　⑤春作　　　　　12/26播種

1作目、収穫終了
2作目、ブロッコリー収穫終了、
　　　　　カリフラワー収穫中
3作目、収穫開始
4作目、出蕾開始

寒さにより、生育速度が遅くなることが予想さ
れます。

現在の収穫段数（1月20日）
　　　藤姫　23段
　　　スナップ（ハーフ）　23～25段
       スナップ(ﾚｷﾞｭﾗｰ)　20～23段

栽培メートル数
　　　藤姫　9.5ｍ
　　　スナップ（ハーフ）　20ｍ
　　　スナップ（レギュラー）　20ｍ

キャベツ 圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②

ブロッコ
リー

圃場写真① 圃場写真② エンドウ 圃場写真① 圃場写真②

北棟では、
非結球芽キャベツが収穫ピークを
迎えています。

南棟では、
10月播種のニンジンが収穫適期です。
カラフルなので多色使いがおすすめです！

海外野菜 -
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・黒キャベツ ・ケール

・非結球芽キャベツ ・ズッキーニ

・ビーツ ・ニンジン
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